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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は,鶴蝕活動性試験カリオスタット法を用い3歳時における判定結果と,永久
歯髄蝕羅患状態との関係について示し,カリオスタット法を導入した乳幼児歯科健診シス
テムを行うことにより,永久歯列期における嚇蝕予防効果につながることを証明したもの
である｡
この研究は,鶴蝕活動性試験か｣オスタット法を中心として疫学研究を行い,科学的な
根拠に基づき個人の鶴蝕リスクを調べ,鮪蝕予防管理の実際に役立てることを目的として
行われていた｡
3歳時の乳歯鶴蝕歯数は,永久歯髄蝕歯数と正の相関関係があることが証明されたばか
りでなく,この時期にカリオスタット法を用いれば,永久歯鶴蝕増加の予測が可能であ
ることが示された｡この研究結果を基にカリオスタット値を保護者に対し提示すること
は,嚇蝕予防に対する動機づけを高める有効な手段となり,さらに複数の検査年齢の判
定結果を用いることで,齢蝕増加の予測度の精度が向上する可能性も指摘した｡歯垢を検
体とする本試験法は,唾液を検体とする方法に比べて低年齢の小児に対しても応用可能で
あった｡
また,乳幼児歯科健診システムの受診者は,永久歯の離蝕歯数が低く,乳幼児歯科健
診システム受診の効果が事業の終了後10年間にわたることが示された｡さらに乳幼児
歯科健診システムにカリオスタット法を導入し曲蝕リスクを調べることは,より効果的
な麟蝕予防管理につながることが示された.
以上より本研究は,カリオスタット法による永久歯の部蝕増加の予測性について証明
し,1歳6か月時歯科健診を始めとした公衆歯科衛生分野に非常に貢献すると考えられた｡
よって,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文に値すると考えられる｡
